
 炭酸ガス施用下のピーマン主枝２本垣根仕立ては所得向上に有効である 

［要約］ 

炭酸ガス施用下で、加温半促成及び促成ピーマンを条間 20 ㎝の２条植え、主枝本数を

２本とし、主枝を畝方向に対して平行に誘引する「主枝２本垣根仕立て」とすることで、慣行

の主枝４本Ｖ字仕立てと比べて初期と合計の収量が増加し、所得が 20％以上向上する。 
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１．背景・ねらい 

  鹿嶋市・神栖市のピーマン産地では、炭酸ガス施用技術が導入され、光合成の促進に

より収量が向上している。一方で、さらに収量の増加が期待される炭酸ガス施用に適し

た仕立て法の確立が求められている。そこで炭酸ガス施用下において、主要作型である

加温半促成及び促成における主枝２本垣根仕立て（以下、２本垣根）の増収及び所得向

上効果を慣行の主枝４本 V 字仕立て（以下、４本 V 字）との比較により明らかにする。

なお、２本垣根とはピーマンを条間 20 ㎝の２条植え、主枝本数を２本とし、主枝を畝方向に

対して平行に誘引する仕立て方法である。 

 

２．成果の内容・特徴  

  １）加温半促成栽培において、条間 20 ㎝で２条植えとする２本垣根により栽植密度を４

本 V 字の 2.25 倍に高めることで、定植後 50 日の単位面積当たりの地上部総乾物生産

量が 82％増加する（データ略）。収量は、販売単価の高い１～４月及び合計が増加し

（表１）、所得は 1,465 千円/10a（68％）増加する（表３）。 

  ２）促成栽培において、２本垣根により栽植密度を４本 V 字の２倍に高めることで、定

植後 60 日の単位面積当たりの地上部総乾物生産量が 42％増加する（データ略）。収量

は、販売単価の高い 10～１月及び合計が増加し（表２）、所得は 1,054 千円/10a（20％）

増加する（表３）。 

 

３．成果の活用面・留意点 

 １）供試品種は「みおぎ」である。 

  ２）２本垣根により収量が増加するため、その収穫に係る分の労力の確保（４本 V 字の

1.07～1.27 倍）が必要である。加温半促成作の２本垣根は、株間を慣行の 45 ㎝から

40 ㎝とし２条植えとするため、単位面積当たりの主枝本数が４本 V 字の 1.13 倍に増

加することから、その分整枝作業の労力の確保が必要である。 

３）炭酸ガス施用条件：施用開始濃度 380ppm、停止濃度 420ppm 

施用時間帯：８時～16 時 

施用期間：令和４年加温半促成：令和４年３月 30 日～６月 23 日 

     令和６年  〃  ：令和５年 12 月 28 日～令和６年６月 28 日 

     令和５年促成：令和４年９月 16 日～令和５年６月 7 日 

     令和７年〃 ：令和６年 10 月 1 日～令和７年７月 14 日 

 

 

 

 



４．具体的データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．試験課題名・試験期間・担当研究室 

    トマト、ピーマンにおける ICT を利用した環境制御及び周年安定生産技術の開発・令

和３年度～令和７年度・鹿島地帯特産指導所 

表１ 加温半促成栽培における２本垣根と４本 V 字の収量比較 

重量
２）

果数
３） 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数

２本垣根 0.2 6.2 2.2 76.1 3.5 111.0 4.7 134.2 3.6 96.9 14.1 424.3

４本V字 0.1 4.4 1.7 59.1 2.6 82.0 4.4 121.7 4.4 118.7 13.2 385.8

有意性４） n.s. n.s. * ** * * n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

２本垣根 0.1 3.2 1.2 31.8 3.8 104.9 4.1 104.8 3.7 115.8 2.8 83.0 15.7 443.4

４本V字 0.0 1.3 0.9 24.8 2.5 80.6 2.9 89.9 3.1 102.8 3.0 92.4 12.4 391.8

有意性 ** * n.s. n.s. * * n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. * n.s.

合計
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

R４
-

-

R６

試験年 試験区

月別可販品収量１）

※栽植様式 畝間は R４が 140 ㎝、R６が 150 ㎝。株間は２本垣根が 40 ㎝、４本 V 字が 45 ㎝（２か年共通）。 
栽培期間 R４：R４年１月７日定植、６月 24 日栽培終了。R６：R５年 12 月 25 日定植、R６年６月 28 日栽培終了。 

１）数値は３反復の平均値。試験規模：R４年は２本垣根が１区 2.8m2（10 株）、４本 V 字が１区 2.52m2（４株）、 
R６年は２本垣根が１区３m2（10 株）、４本 V 字が１区 3.375m2（５株）。 

２）重量の単位は（t/10a）。 
３）果数の単位は（千個/10a）。 
４）Student の t 検定により、*は５%水準で、**は１%水準で有意差あり、n.s.は有意差なし。 
 

表３  加温半促成及び促成栽培における２本垣根と４V 字の所得比較  

１）各月の可販品収量に月別販売単価を乗じて算出した。R６加温半促成販売単価（円/kg）：１月：834、２月：805、３月：708、
４月：613、５月：518、６月：445（鹿嶋市・神栖市加温半促成ピーマン、R４～６年平均単価）。R７促成販売単価（円/kg）：
10 月：671、11 月：575、12 月：575、１月：674、２月：759、３月：680、４月：579、５月：514、６月：437、７月：385
（神栖市促成ピーマン、R４～７年平均単価）。  

２）130 円/苗（R６本県経営指標）。 
３）２本垣根により増加した収量分の収穫作業は雇用でまかなうこととし、１ kg あたりの収穫時間を 1.78 分（所内調査）、時

給を 1,074 円（R７本県最低賃金）として雇用労働費を算出し、R６本県経営指標の労働費（加温半促成：300 千円、促成：
340 千円）に加算した。 

４）所得＝合計売上-苗代-雇用労働費-物財費-出荷経費。 
物財費には、肥料費、農薬費、通信費、諸材料費、光熱動力費、通信費、減価償却費、公課諸負担、修繕費を含む。  
光熱動力費は炭酸ガス施用用の灯油代に R６本県経営指標の光熱動力費を加算することにより算出。灯油代は加温半促成が
115 千円（灯油使用量：977L/10a。灯油単価：118 円/L として算出（経済産業省資源エネルギー庁、R４～６年、１～６月
の平均単価））、促成が 247 千円（灯油使用量：2,025L/10a。灯油単価 122 円/L として算出（経済産業省資源エネルギー庁、
R４～７年、10～７月の平均単価））。 
環境モニタリングに係る通信費は月額 3,000 円として算出。 
減価償却費は環境制御装置一式の減価償却費（導入コスト：4,044 千円、償却期間：７年、加温半促成：７か月、促成：12
か月として算出）に、経営指標の減価償却費を加算することにより算出。  
その他物財費の項目は R６本県経営指標より引用。  
出荷経費は 120 円/kg として算出（R６本県経営指標）。 

５）太字は（A）-（B）の数値が正であることを示す。 

表２  促成栽培における２本垣根と４本 V 字の収量比較  

※栽植様式 畝間 180 ㎝、株間 60 ㎝。 
栽培期間 R５：R４年９月５日定植、R５年６月８日栽培終了。R７：R６年９月 26 日定植、R７年７月 15 日栽培終了。 

１）数値は４反復の平均値。試験規模：１区 5.4m２（２本垣根：10 株、４本 V 字：５株）。 
２）３）４）表１に準じる。 

重量２） 果数３） 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数 重量 果数

２本垣根 1.6 45.7 2.2 68.9 1.8 57.3 2.4 75.1 2.2 67.3 9.6 291.8 1.8 53.8 - - 21.6 660.0

４本V字 1.2 35.4 1.8 58.7 1.4 44.3 1.9 59.5 2.6 84.5 8.9 260.4 1.8 55.9 - - 19.7 598.8

有意性４） ** ** * * ** ** * * n.s. * n.s. n.s. n.s. n.s. - - n.s. n.s.

２本垣根 0.1 3.6 1.6 50.2 2.1 70.6 1.9 61.4 2.9 92.3 10.8 327.5 3.0 88.3 2.3 71.3 24.8 765.3

４本V字 0.1 2.5 1.3 40.9 1.8 60.1 1.5 46.0 2.6 82.4 9.6 289.3 3.4 96.2 2.2 66.4 22.3 683.7

有意性 n.s. n.s. * ** n.s. n.s. * * n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

７月

R５

R７

11月 12月 １月 ２月 ３～５月 ６月試験年 試験区

月別可販品収量１）

合計
10月

苗代２） 雇用労働費３） 所得４）

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 （千円/10a）（千円/10a） （千円/10a）

２本垣根（A） - - - 102 999 2,681 2,485 1,925 1,228 - 9,420 433 405 3,603

４本V字（B） - - - 39 701 1,775 1,773 1,606 1,320 - 7,214 193 300 2,139

増減５）

（A）-（B）
- - - 63 298 906 712 319 -92 - 2,143 241 98 1,465

２本垣根（A） 95 904 1,213 1,312 2,204 1,978 1,505 2,720 1,315 898 14,145 241 419 6,201

４本V字（B） 69 731 1,034 988 1,958 1,860 1,197 2,445 1,468 843 12,591 120 340 5,148

増減
（A）-（B）

26 173 179 324 247 118 308 276 -153 55 1,554 120 79 1,054

月別売上（千円/10a）１） 合計売上
（千円
/10a）

R７
促成

R６
加温半促成


